
の
見
透
し
な
ど
、
危
倶
の
念
も
相
当
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
顕
彰
碑
を
建
立

す
る
点
で
は
異
議
は
な
い
の
で
、
こ
れ
を
第
一
期
事
業
と
な
し
、
生
誕
地
と

広
島
大
学
医
学
部
校
内
の
二
カ
所
に
碑
を
建
立
す
る
の
に
成
功
し
ま
し
た
。

引
き
つ
づ
き
、
第
二
期
事
業
と
し
て
先
生
の
数
多
い
著
者
の
う
ち
か
ら
、

要
望
に
応
え
て
複
刻
を
始
め
よ
う
と
公
約
し
た
の
で
す
が
、
現
実
は
意
の
如

く
運
ば
ず
、
立
往
生
の
已
む
な
き
に
い
た
り
ま
し
た
。

幸
い
富
士
川
英
郎
氏
の
計
い
に
よ
り
『
富
士
川
溝
著
作
集
』
『
医
談
』
・
か

相
次
い
で
発
刊
さ
れ
、
こ
の
た
び
『
富
士
川
溝
』
の
出
版
に
及
び
、
我
食
の

企
画
を
埋
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

顕
彰
会
の
面
目
を
立
て
て
い
た
だ
い
た
点
で
、
我
々
の
喜
び
は
格
別
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
故
三
枝
氏
が
『
富
士
川
勝
先
生
』
の
中
で
分
担
さ
れ
た
勝
先
生
の

精
神
面
、
信
条
、
宗
教
分
野
、
人
間
性
に
つ
い
て
の
概
説
は
今
日
な
ほ
貴
重

な
価
値
を
失
っ
て
は
い
な
い
の
で
す
が
、
広
大
な
こ
の
分
野
を
こ
の
た
び
の

『
富
土
川
淋
』
の
如
く
、
詳
細
に
亘
っ
て
教
示
さ
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願

う
の
で
す
が
、
今
更
叶
え
ら
れ
ず
、
悔
い
は
千
載
に
残
り
ま
す
。

宗
教
分
野
の
著
書
は
ぼ
ち
ぽ
ち
店
頭
に
出
て
い
ま
す
の
で
、
我
々
顕
彰
会

の
肩
の
荷
も
幾
分
軽
く
な
っ
て
い
ま
す
。

改
め
て
富
士
川
英
郎
先
生
の
営
為
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
中
川
和
夫
）

〔
小
沢
書
店
、
一
九
九
○
年
、
Ａ
５
判
、
三
五
九
頁
、

定
価
四
、
六
三
五
円
〕

本
書
の
内
容
は
大
体
三
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。

第
一
部
は
、
江
戸
時
代
医
学
史
上
日
本
の
四
大
眼
科
の
一
つ
と
し
て
有
名

で
あ
っ
た
諏
訪
竹
内
流
眼
科
と
し
て
知
ら
れ
た
竹
内
家
（
代
々
竹
内
新
八
と

称
し
た
）
の
由
来
記
と
、
従
来
そ
の
内
容
の
よ
く
判
ら
な
か
っ
た
眼
科
診
療

の
内
容
を
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
部
は
、
竹
内
流
眼
科
を
実
施
し
た
人
た
ち
の
伝
記
を
主
材
と
し
て
著

者
の
文
芸
創
作
『
秘
伝
』
（
諏
訪
の
め
い
し
あ
り
）
で
、
第
三
部
は
、
家
伝

の
医
書
『
玉
泉
房
流
秘
書
』
（
全
）
の
複
刻
を
収
載
す
る
。

第
一
部
を
主
材
と
し
て
、
眼
科
学
史
の
立
場
か
ら
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

著
書
は
竹
内
流
眼
科
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
伊
豆
下
田
か
ら
奥
三
河
振
草
郷
に
移
り
済
ん
だ
伊
東
氏
一
族
が
、
そ
の

地
に
下
田
村
を
建
設
し
、
そ
の
一
族
の
一
人
が
竹
内
と
姓
を
改
め
医
業
を
始

め
、
し
か
も
そ
の
医
業
は
啓
迪
院
医
学
校
で
正
式
に
修
得
し
た
医
学
に
も
と

づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
或
は
甲
斐
の
徳
本
の
医

術
も
学
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
し
、
鳳
来
寺
の
眼
科
医
学
も
取
り
入
れ
た
で
あ

ろ
う
。
急
速
に
進
ん
だ
日
本
の
医
学
を
、
巧
皐
に
取
捨
選
択
し
て
素
晴
し
い

竹
内
流
医
学
を
組
朶
立
て
た
の
で
あ
る
が
、
爾
来
、
竹
内
流
医
学
は
曲
直
瀬

道
三
の
「
慈
仁
」
と
竹
内
家
の
血
の
中
に
脈
々
と
流
れ
る
「
研
究
心
」
に
よ

っ
て
、
日
本
の
眼
科
医
の
水
準
に
到
達
し
て
い
っ
た
と
見
た
い
の
で
あ
る
。
」

従
来
、
諏
訪
竹
内
流
眼
科
で
は
、
各
代
と
も
竹
内
新
八
を
称
し
た
結
果
、

そ
の
著
作
や
事
蹟
が
何
れ
の
新
八
に
属
す
る
も
の
か
不
明
な
も
の
が
少
く
な

岩
波
泰
明
著
『
御
目
医
師
竹
内
新
八
』
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、

か
つ
た
。
著
者
は
、
種
を
考
証
を
加
え
て
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
結
果
、

一
‐
諏
訪
竹
内
家
が
甫
久
以
来
の
竹
内
流
を
集
大
成
し
‘
た
の
は
、
持
規
・
持

賢
・
持
長
の
時
代
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
も
、
竹
内
流
は
蘭
漢

折
衷
派
の
代
名
詞
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
説
い
て
い
る
。

江
戸
時
代
日
本
に
は
赤
目
（
主
と
し
て
感
染
症
）
が
多
か
っ
た
が
、
白
内

障
な
ど
で
失
明
し
て
い
る
患
者
も
少
く
な
か
っ
た
。
し
，
た
が
っ
て
、
眼
科
医

と
し
て
名
声
を
博
す
る
に
は
、
針
立
て
（
白
内
障
墜
下
法
手
術
）
に
よ
っ
て
、

失
明
者
を
よ
り
多
く
見
事
に
開
眼
す
る
必
要
が
あ
つ
”
た
。
日
本
の
四
大
眼
科

と
称
さ
れ
た
医
師
た
ち
は
、
こ
の
手
術
に
色
々
工
夫
を
加
え
た
名
人
で
あ
っ

た
。

竹
内
流
眼
科
で
は
、
従
来
の
直
針
遂
下
法
か
ら
検
針
墜
下
法
へ
と
進
み
、

散
瞳
薬
と
し
て
ロ
ー
ト
を
使
用
し
て
手
術
の
成
功
率
を
た
か
め
、
消
毒
薬
と

し
て
胆
汁
を
点
眼
し
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
手
術
の
詳
細
に
つ
い

て
は
一
子
相
伝
と
し
て
秘
伝
の
ま
ま
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。

「
針
術
之
秘
法
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
吾
流
ハ
世
医
ト
違
上
、
奥
術
ノ
針
ヲ
用
ル
コ
ト
、
晴
天
ヲ
伺
上
、
朝
五
ヅ

時
ヨ
リ
四
シ
時
ノ
内
二
急
グ
ナ
リ
、
御
針
ヲ
立
ン
卜
欲
ス
ル
前
三
日
ヨ
リ

辰
砂
五
分
白
湯
二
入
、
一
旦
二
杯
シ
、
用
上
置
キ
四
日
目
二
針
ヲ
立
ル
時
〈

冷
水
ニ
テ
用
１
、
ハ
リ
本
ニ
テ
玉
ヲ
軽
ク
突
テ
ハ
病
人
ノ
気
ヲ
伺
上
見
ル
ナ

リ
、
夫
ヨ
リ
針
ヲ
二
本
ノ
指
ニ
テ
持
チ
、
少
シ
ヒ
ネ
ル
心
ニ
テ
サ
ス
ナ
リ
、

口
伝
ア
リ
、
先
毒
ノ
浅
深
ヲ
能
ウ
カ
カ
ヒ
、
大
概
ハ
ニ
分
位
ヨ
リ
四
分
位
マ

テ
サ
ス
也
、
指
シ
ヌ
ル
針
ノ
先
ニ
テ
白
キ
膿
ヲ
回
転
シ
散
ラ
ス
ナ
リ
、
ク
リ

ル
ト
針
ヲ
マ
ハ
ス
也
、
其
時
ノ
針
ノ
持
チ
ャ
ウ
ハ
ロ
伝
ア
リ
、
亦
針
ヲ
入
レ

マ
ハ
シ
テ
モ
膿
チ
ラ
ス
、
上
へ
ノ
ホ
リ
テ
針
本
ニ
ッ
キ
タ
ル
ハ
悪
病
ナ
リ
、

カ
ョ
ウ
ナ
ル
針
抜
ク
ト
膿
出
ル
モ
ノ
也
、
針
ヲ
チ
ョ
イ
ト
抜
ク
ヘ
シ
云
を
」
。

「
い
ざ
手
術
に
と
り
か
坐
る
と
な
る
と
、
呪
文
を
唱
え
、
朝
方
庭
前
で
、

横
臥
し
た
患
者
の
手
足
を
門
下
生
が
堅
く
押
え
て
動
き
出
さ
な
い
よ
う
に
し

て
い
た
と
い
う
。
大
き
な
傘
を
た
て
、
そ
の
一
箇
所
に
小
さ
な
穴
を
明
け
、

そ
こ
か
ら
差
し
込
む
日
の
光
で
難
手
術
に
挑
ん
だ
こ
と
は
、
江
戸
の
末
期
ま

で
続
い
た
。

手
術
用
具
の
い
ろ
い
ろ
諏
訪
竹
内
家
に
残
る
．
子
相
伝
秘
録
」
に
は
、

手
術
の
諸
道
具
と
し
て

一
、
金
ニ
テ
ヒ
カ
シ
針
大
小
二
本
一
、
銀
一
一
テ
メ
ス

ー
、
金
ニ
テ
カ
ヶ
針
一
ッ
一
、
中
ハ
サ
、
、
、
一
丁

一
、
金
ニ
テ
§
「
｜
、
、
、
ト
リ
針
一
ッ
一
、
ケ
ヌ
キ
一
丁

一
、
ハ
サ
ミ
五
丁
一
、
コ
テ
鋏
二
丁

一
、
銀
ニ
テ
シ
ャ
‘
シ
ー
ツ
一
、
銀
ニ
テ
温
金
一
丁

一
、
銀
ニ
テ
・
ブ
ン
チ
ン
三
本
一
、
ヘ
ラ
大
小
ニ
テ
ニ
本

一
、
シ
チ
ュ
ウ
合
皮
ニ
ッ

ー
、
シ
チ
ュ
ウ
大
シ
ャ
ジ
ー
ッ

ー
、
ケ
ヒ
キ
ー
ッ
」

な
お
、
竹
内
流
眼
科
新
八
の
名
声
が
全
国
に
ひ
一
つ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
成

っ
た
原
因
と
し
て
同
書
に
は
次
の
記
述
が
載
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
そ

れ
は
、
藩
公
が
眼
科
の
名
医
と
し
て
彼
を
藩
医
に
召
し
抱
え
、
参
勤
交
替
に

は
彼
を
つ
れ
て
往
来
し
、
そ
の
宿
泊
の
旅
館
で
近
隣
の
眼
病
患
者
を
治
療
せ

し
め
、
江
戸
で
は
在
勤
諸
大
名
の
治
療
を
行
わ
し
め
、
時
に
は
、
江
戸
城
中

で
老
中
な
ど
高
官
の
治
療
を
命
じ
た
と
い
う
。
（
「
「
見
聞
茶
談
」
・
「
当
分
申

事
」
な
ど
）
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現
代
の
視
点
か
ら
医
学
史
を
学
ぼ
う
と
す
る
時
、
そ
こ
に
い
く
つ
も
の
落

し
穴
の
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
つ
は
、
現
在
何

の
疑
い
も
な
く
広
く
使
わ
れ
て
い
る
医
学
専
門
用
語
が
、
実
は
時
代
の
流
れ

の
中
で
大
き
く
そ
の
意
味
を
変
え
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
主
題
で
あ
る
国
涜
苛
ご
⑦
も
、
ま
さ
に
そ
の
一
例
で
あ
る
。

ま
た
、
竹
内
家
は
、
単
に
卓
絶
し
た
技
術
を
も
っ
た
医
家
の
柔
で
は
な
か

っ
た
。
代
々
の
当
主
が
文
化
に
関
心
を
寄
せ
て
、
当
代
一
流
の
文
人
、
画
人

が
留
春
園
を
訪
ね
て
い
る
。
伊
藤
東
涯
に
師
事
し
て
儒
学
を
学
ん
だ
三
代
新

八
持
堅
は
、
字
は
其
則
、
号
を
洪
園
と
い
い
、
文
芸
に
最
も
心
を
寄
せ
た
人

物
で
あ
っ
た
。

竹
内
家
の
菩
提
寺
地
蔵
寺
に
は
「
病
人
様
の
お
墓
」
（
有
縁
無
縁
供
養
塔
）

が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
眼
療
の
た
め
全
国
か
ら
諏
訪
の
地
へ
あ
つ

ま
っ
て
来
た
患
者
（
時
に
は
、
付
添
人
）
の
中
、
不
幸
こ
の
地
で
病
没
し
た

人
た
ち
の
墓
所
で
あ
っ
た
。
主
人
竹
内
新
八
の
心
の
や
さ
し
さ
が
し
の
ば
れ

る
Ｏ

（
福
島
義
一
）

〔
あ
Ｉ
る
企
画
、
一
九
九
○
年
、
Ａ
四
判
、
四
七
○
頁
、
非
売
品
〕

向
島
庁
＆
ず
］
屋
．
屍
う
ぐ
色
蚕
国
、
の
三
舗
匡
砕
身
己
色
目
回
国
．
○
房
己
自

国
房
言
ご
昌
困
昌
瞥
①
国
⑦
ｌ
甲
Ｃ
８
ａ
言
明
○
匡
里
昌
具
①
再
冒
言
。
］
且

中

等
一
畠
〕
。
”
Ｅ
冒
○
冒
号
①
ｐ
〕
且
）
胃
昌
ぐ
の
雪
鼻
。
昼
〔
）
｛
巨
匙
昌
冒
の
ｌ

●

両
画
里
曽
己
ヨ
ョ
①
鼻

日
本
で
は
普
通
国
昌
哩
の
国
①
を
衛
生
、
弔
号
胃
国
①
四
一
芽
を
公
衆
衛
生
と

訳
し
て
い
る
が
、
内
容
的
に
み
て
二
つ
の
日
本
語
の
間
に
は
ほ
と
ん
ど
区
別

が
な
い
の
で
、
こ
の
二
つ
を
同
義
語
と
割
り
切
っ
て
も
大
き
な
誤
り
に
は
な

ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
見
解
を
と
る
に
は
根
拠
が
あ
る
。

一
八
六
五
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
ペ
ッ
テ
ン
コ
ッ
フ
ァ
ー
が
世
界
で
喰

初
の
衛
生
学
教
授
と
な
っ
た
時
に
は
こ
の
国
望
四
目
⑦
が
教
室
名
に
使
わ
れ

た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
初
め
て
こ
れ
が
医
学
用
語
と
し
て
登
録
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
日
本
で
は
長
与
專
斎
が
「
衛
生
」
と
い
う
医
学
用

語
を
つ
く
っ
た
が
、
い
つ
と
は
な
し
に
国
謁
冒
〕
の
を
衛
生
と
訳
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
意
味
で
使
わ
れ
る
国
扇
冒
〕
の
を
「
衛
生
学
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
雷
涜
冒
〕
の
と
い
う
言
葉
は
ギ
リ
シ
ャ
女
神
の
国
潰
目
へ
｝
か

ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
っ
て
、
・
ヘ
ッ
テ
ン
「
一
ツ
フ
ァ
ー
の
専
売
で
は
な
い
。

こ
れ
に
一
般
語
で
あ
っ
て
、
前
近
代
的
医
学
と
か
、
民
族
医
学
と
か
、
伝
統

医
学
な
ど
の
意
味
も
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
前
者
と
区
別
す
る
た
め
に
、
こ

こ
で
は
「
養
生
論
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
シ
ン
↑
産
需
〉
ウ
ム
に
参
加

し
た
人
た
ち
が
ど
ち
ら
の
意
味
に
解
釈
し
た
か
に
よ
っ
て
大
き
く
二
群
に
分

類
さ
れ
る
。
本
書
に
は
十
人
の
分
担
執
筆
者
が
い
る
が
、
国
摘
冒
］
①
を
学

術
用
語
す
な
わ
ち
「
衛
生
学
」
と
解
し
た
人
は
四
人
で
、
国
籍
別
に
ゑ
る
と

日
本
三
人
、
米
国
一
人
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
い
ず
れ
も
近
代
史
を

論
じ
て
い
る
。
一
方
、
こ
れ
を
一
般
語
す
な
，
わ
ち
「
養
生
論
」
と
ゑ
た
人
は

六
人
で
、
国
籍
別
に
ゑ
る
と
日
本
人
二
人
、
米
国
人
一
人
、
英
国
人
一
人
、

中
国
人
一
人
、
韓
国
人
一
人
で
、
そ
の
論
文
の
内
容
は
い
ず
れ
も
中
世
史
な
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